
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜添付資料＞ 
原因と対策の概要 

再発防止対策 

調査結果 

（１） １次冷却材系統等の放射線量の高い配管の切断、加工等の汚染作業を伴う工事の汚染エリアを解除した後においても、当該作業

エリアで上向き姿勢の作業がある場合は、念のため防塵マスク等を着用する。 

（２） 今回の事象について、関係者に周知するとともに、定期検査中に元請各社の放射線管理責任者を集めて開催する放射線管理会議

において、本事象の周知および注意喚起を行う。 

 

調査結果の（１）～（３）項については、直接的な原因には該当しないが、（４）項について

は、空調ダクトの復旧作業において、当該作業員が一人で空調ダクトを下から支える作

業を顔を上に向けた姿勢で実施していたことから、当該作業エリア上部にスポット的に残

存していた微小な粒子状の放射性物質が落下し、身体内部に取り込んだ可能性がある

と推定された。 

 

推定原因 

0.002  当該作業員の内部被ばく量（５０年間） 

当該作業員の被ばく量 

0.001未満 原子力発電所からの放出実績（年間） 

原子力発電所周辺の線量目標値（年間） 
0.05   

胸の X線集団検診（１回） 

0.6 胃の X線集団検診（１回） 

1.0 一般公衆に対する制限（医療は除く） 

6.9胸部 X線コンピュータ 
断層撮影検査（CT スキャン）（１回） 

 

50 発電所などで働く作業者 
に対する制限（年間） 

 

全身被ばく 100 

クリアランスレベル 0.01 

0.01実績（年間） 

東京～ニューヨーク 

航空機旅行（往復）0.2 

放射線を受けた量（ミリシーベルト） 

宇宙から 0.4 

大地から 0.5 

食物から 0.3 

これより低い線量では臨床症状が確認されていません 

ブラジル・ガラパリ市※の放射線（年間）10 
（住民の方の健康への影響は確認されておりません） 

１人当たりの 

自然放射線（年間） 2.4 

(世界平均) 

Sekai  

出典：国連科学委員会報告 ICRP Pub103 

※※：空気中に存在する天然の放射性物質 

※：ブラジル南部、大西洋岸のリゾート。大地からの放射線が最も多い地域のひとつ 
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当該作業エリア 

（１） 当該作業エリアでは、汚染エリアを設定し加圧器管台修繕工事を実施していたが、

今回の事象は、修繕工事終了後の当該汚染エリアを解除した非汚染エリアで発生し

たものである。汚染エリアの解除にあたっては、微小な放射性物質が残存しないよ

う、放射性ダストが発生していないことを確認するためにサンプリングしながら養生の

撤去を行った。さらに養生の撤去後、スミヤ測定にて当該作業エリアの汚染がないこ

とを確認した。 

また、事象発生後にもスミヤ測定を再度実施し汚染がないことを確認した。 

（２） 聞き取り調査により、当該作業員は手袋または服の袖で口、鼻を触っていないこと

を確認した。また、口腔および鼻腔内はスミヤ測定で汚染していないことを確認した。 

（３） 空調ダクトの内外面の全表面のスミヤ測定を行い、汚染がないことを確認した。 

（４） 当該作業員の作業内容を確認したところ、事象が発生した作業エリアには、複数の

作業員がいたものの、当該作業員は一人で空調ダクトを下から支える作業を顔を上

に向けた姿勢で実施していたことがわかった。 
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